これが、 この 男の 日頃からの 習慣で ある。 身 は、 傅 

だいなごん ふじ わらみ ち つな てんだい ざす じえ 

の 大納言 藤 原 道 綱の 子と 生れて、 天台 座主 慈恵 大僧正 

でし さん ノ. 一う しゅう ごかい 

の 弟子と なった が、 三業 も修 せず、 五戒 も 持した 事 は 

むし あめ した 

ない。 いや 寧ろ 「天が下の いろごのみ」 と 云う、 

Dandy の 階級に 属する ような、 生活 さえ もつ づけて 

いる。 が、 不思議に も、 そう 云う 生活の あい 間に は、 

どくじゅ 

必ず ひとり 法華経 を 読誦す る。 しかも 阿闍梨 自身 は、 

少しも それ を 矛盾 だと 思って いないら しい。 

きょう げん ざ 

現に 今日、 和 泉 式部 を 訪れた の も、 験 者と して 来た 

ので は、 勿論ない。 ただこの 好 女の 数の 多い 情人の 一 

しゅんしょう 

人と して 春 宵 の つれづれ を 慰める ために 忍んで 来た _ 



いちばん どリ 

—— それが、 まだ 一番鶏 も 鳴かない のに、 こっそり 床 

くちびる いっさいしゅじょう か いじょうぶ つどう 

をぬ け 出して、 酒臭い 唇 に、 一 切 衆生 皆 成仏 道 の 

妙 経 を 読誦しょう とする ので ある。 …… 

へんさん 

阿 闍梨は 褊诊の 襟 を 正して、 専念に 経 を 読んだ。 

それが、 どのくらい つづいた かわからない。 が、 暫 

くす ると、 切り 燈 台の 火が、 いつの 間に か、 少しずつ 

ほのお 

暗くな り 出した のに 気がついた。 焰の 先が 青くな つ 

ちょ-つじ 

て、 光が だんだん 薄れて 来る。 と 思う と、 丁字の まわ 

すす 

りが 煤の たまった ように 黒み 出して、 追々 に 火の 形が 

糸 ほどに 細って しまう。 阿闍梨 は、 気にして 二三 度燈 

心 を かき 立てた。 けれども、 暗くなる 事 は、 依然と し 



て 変り がない。 

あか リ 

それば かり か、 ふと 気がつく と、 灯の 暗くなる のに 

ひとところ 

従って、 切リ燈 台の 向う の 空気が 一 所 だけ 濃くな つて、 

それが 次第に、 影の ような 人の 形に なって 来る。 阿闍 

どきよ-つ 

梨 は、 思わず 読経の 声 を 断った。 —— 

「誰 じ や。」 

すると、 声に 応じて、 その 影から ぼやけた 返事が 伝つ 

て 来た。 

とういん 

「おゆるされ。 これ は、 五条 西の 洞院 のほとりに 住む 

おきな 

翁 で ござる。」 

あ ざ リ やや あと ひとみ こ 

阿闍梨 は、 身 を 稍 後へ すべらせながら 眸 を 凝らして、 



る 事 もかない 申さぬ。 今宵 は —— 」 と 云い かけながら、 

ノ J ぎょうずい 

急に 皮肉な 調子に なって、 「今宵 は、 御行 水 も 遊ばされ 

にょにん ごず きょう 

ず、 且つ 女人の 肌に 触れられての 御 誦経で ござれば、 

もろもろ い げん 

諸々 の 仏 神 も 不浄 を 忌んで、 この あたりへ は 現ぜられ 

ぬげに 見え 申した。 されば、 翁 も 心安う 見参に 入リ、 

聴聞の 御礼 申そう 便宜 を、 得た ので ござる。」 

「何とな。」 

道 命 阿闍梨 は、 不機嫌ら しく 声 をと がらせた。 

さえの かみ ようす 

道祖神 は、 それに も 気の つかない 容 子で、 

えしん ごぼう しいぎ 

「されば、 恵 心の 御 房 も、 念仏 読経 四 威儀 を 破る 事な 

かほう だ ごく 

かれと 仰せられた。 翁の 果報 は、 やがて 御 房の 堕獄の 



珠を 振って、 苦々 しげに 叱りつ けた。 

「業 畜、 急々 に 退き 居ろう。」 

すると、 翁 は、 黄い ろい 紙の 扇 を 開いて、 顔 を さし 

かくすよ うに 思われた が、 見る見る、 影が 薄くな つて、 

ほたる 

蛍 ほどに なった 切り 燈 台の 火と 共に、 消える ともなく、 

ふっと 消える —— と、 遠くで かすかながら、 勇ましい 

いちばんどり 

一 番 鶏の 声が した。 

「春 は あけぼの、 ようよう 白くな リ ゆく」 時が 来たの 

である。 

(大正 五 年 十二月 十三 日) 
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